
吉賀町の人口・世帯数
（平成 29 年 3 月 1 日現在）
 人　口　6,383 人　（- 9）
 　男　　3,012 人　（- 3）
 　女　　3,371 人　（- 6）
 世帯数　3,163 世帯(- 3）

（　）内は前月との比較　

よしか広報

２０１７年（平成２９年）
４月号・№１３８

TO THE SKY

4 月 27 日（木） 除幕

澄川喜一氏作品設置
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元六日市町長　故七
し　め

五三勝
かつみ

巳氏に叙位の栄

　六日市町長をはじめ数々の要職を歴任され、去る１１月２８日にご逝去された七五三勝巳さん（享

年８３歳・七日市）に、叙位従六位が授与されることになり、２月２４日に七五三登美子さんへ中

谷町長から位記が伝達されました。

　七五三勝巳さんは、平成２年２月、地域住民から推されて六日市町長に当選し、以来連続して３期、

１２年にわたり在職し、六日市町の発展に貢献されま

した。また、六日市町教育長、助役、町長としての経

験と優れた識見を評価されて、平成１６年１０月、島

根県教育委員に選出されました。以来平成２０年１０

月まで４年間精力的に教育行政に参画し、平成１８年

１０月から１年間は教育委員長として、教育委員をま

とめて重要課題に対処されました。このたび、地方自

治及び、地方教育行政に多大な貢献をされた功績が叙

位の栄誉として認められました。
叙位従六位を受け取る七五三登美子さん

吉賀町子育て応援企業認定マーク決定

　仕事と子育ての両立支援や男女が共に働きやすい環境の整備など、ワークライフバランスの推進

に関する取り組みを積極的に推進する企業について「吉賀町子育て応援企業」として認定し、当該

企業が社会的に評価される制度を、新たに創設しました。

　その認定マークを吉賀高等学校に在籍する生徒に募

集を行ったところ、１８作品の応募があり、作品審査

を吉賀町次世代育成支援対策地域協議会の子育て支援

部会委員による審査を行い、最優秀賞（採用作品）１

点及び優秀賞１点を選考決定しました。

　２月２４日に中谷町長から最優秀賞（採用作品）１

点及び優秀賞１点の製作者に対し、表彰状の交付を行

いました。

最優秀賞（採用作品） 優　秀　賞

吉賀高等学校２年　大庭　智里　さん 吉賀高等学校２年　宇和佐　京介　さん
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消費者庁からのお知らせ

●電子メール（ＳＭＳ含む）が詐欺の入口に！

島根県消費者センターが受付けた架空請求相談

件数は近年大きく増加。偽ＤＭＭの使用する名

称の例：ＤＭＭ、ＤＭＭ .com、ＤＭＭコンテ

ンツ、ＤＭＭ相談窓口　等

携帯やスマホのＳＭＳ（ショートメッセージサービス）を使った「株式会社ＤＭＭ．

com をかたる事業者」による架空請求が、島根県でもあとを絶ちません！

※ＳＭＳが典型的な手口ですが、非通知の電話が

かかってきた事例もあります。

●電子マネーがお金の出口に！

コンビニでＡｍａｚｏｎや楽天のギフトカードを

購入させ、その番号を連絡させる（写真を送る）

のが典型的な手口です。

●だまされないためのアドバイス

・大手業者の名前でも疑って！（真正ＤＭＭの有

料動画サービスは前払い方式＆無料動画サービス

は会員登録不要で視聴可のため、いずれのサービ

スでも未払い料金が生じることはありません。）

・詐欺師は一度に大量のメールを送り、返信して

くる「カモ」を狙っています。身に覚えのない請

求は無視！絶対に相手に連絡してはダメ！

ダイヤル１８８番へ！（消費者庁　消費者ホットライン）
※音声ガイダンスに従って郵便番号を押すと吉賀町の場合、益田市にある

「島根県消費者センター石見地区相談室」につながります。

役場税務住民課（☎ 77-1113）にも消費者相談窓口を設けています。
ちょっとしたことでも、お気軽にご相談ください。

４月１日から水道が変わります

　平成２９年４月１日より、吉賀町内の簡易水道等を統合し、新たに「吉賀町水道事業」になりま

す。この統合により、下記のとおり名称等が変更されます。

　料金や支払方法等に変更は無く、利用者の方にしていただく手続きは何もありません。現在口座

振替を利用されている方は、水道事業への読替で対応しますのでご了承ください。

　今後も水道事業へのご理解ご協力をお願いいたします。

変更前

組織名称　　　吉賀町簡易水道特別会計

代表者名　　　吉賀町長　中谷　勝

領収書名　　　吉賀町会計管理者

吉賀町水道事業

吉賀町水道事業管理者　中谷　勝

吉賀町水道事業企業出納員

変更後

問い合わせ先

吉賀町建設水道課　☎０８５６－７９－２２１２
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求人情報コーナー

●正社員募集

　以下の、求人情報に関する詳細は、吉賀町無料職業紹介所（役場企画課内）へ、お問い合わせください。

事業所名 職種・仕事内容 採用人数 年齢 賃金

㈱もくれん 施設園芸員 1 45 歳まで（省令 3 号のイ） 160,000 円～ 220,000 円 / 月

ＮＰＯ法人地域活動支援センターよしかの里 生活支援員 1 不問 134,800 円～ / 月

㈲堀本工務店 経理事務、工事原価等、電話対応 1 不問 130,000 円～ 160,000 円 / 月

ヨシワ工業㈱六日市工場 機械保全工（機械系・電気系） 2 不問 170,000 円～ 240,000 円 / 月

ヨシワ工業㈱初見工場
鋳造支援システムの開発運用業務、ＯＡ関連の補助作業 1 不問 170,000 円～ 240,000 円 / 月

機械保全工（機械系・電気系） 1 不問 170,000 円～ 240,000 円 / 月

㈲村上建設 一般土木・施工管理普通作業員 2 不問 9,500 円～ / 日給

㈱エポックかきのきむら 生椎茸等菌床製造・管理作業員 1 40 歳以下（省令 3 号のイ） 127,600 円 / 月

社会医療法人石州会

六日市病院

事務系職員（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 124,980 円～ 176,340 円 / 月

事務員 1 不問 124,980 円～ 176,340 円 / 月

管理栄養士又は栄養士（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 132,600 円～ 181,500 円 / 月

放射線技師（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 200,510 円～ 334,010 円 / 月

放射線技師 1 不問 200,510 円～ 334,010 円 / 月

言語聴覚士（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 251,830 円～ 292,030 円 / 月

理学療法士（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 251,830 円～ 292,030 円 / 月

作業療法士（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 251,830 円～ 292,030 円 / 月

看護師（Ｈ 29.4.1 採用） 5 不問 198,690 円～ 390,290 円 / 月

介護福祉士（Ｈ 29.4.1 採用） 3 不問 146,910 円～ 188,210 円 / 月

介護福祉士 5 不問 146,910 円～ 191,100 円 / 月

看護補助者 2 不問 109,200 円 / 月

准看護師 若干名 不問 165,150 円～ 225,070 円 / 月

看護師 若干名 不問 198,690 円～ 403,700 円 / 月

㈱ツチヨシ産業 技能職（中子） 2 18 歳以上（省令 2 号）160,000 円～ 200,000 円 / 月

田原資材㈱ 大型運転手 1 不問 160,000 円 / 月

問い合わせ先：吉賀町無料職業紹介所（役場企画課内）　毎週木曜開設☎７７－１４３７

　　　　　　　ホームページ　http://www.town.yoshika.lg.jp

●パート募集

事業所名 職種・仕事内容 採用人数 年齢 賃金

柿の里 調理補助、配達・配膳、皿洗い 2 不問 800 円／時給

よしかファーム㈱ ミニトマトの施設栽培作業 若干名 不問 750 円／時給

養護老人ホーム銀杏寮
清掃員（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 3,000 円／日給

調理員（Ｈ 29.4.1 採用） 1 不問 3,780 円／日給（半日手当てあり）

吉賀町役場 放課後児童クラブ支援員 4 65 歳まで（省令 1 号）940 円／時給

小田農園
収穫作業員 2 不問 750 円～ 900 円／時給

農作物管理作業員 1 不問 800 円～ 1,000 円／時給

よしかの里 生活支援員 1 不問 750 円～／時給

一般社団法人吉賀町農業公社 物品販売等 1 不問 720 円～ 750 円／時給

㈱ジュンテンドー六日市店 レジ、接客、商品搬入、管理他 2 不問 720 円／時給

㈱丸久サンマート六日市店

伝票整理、売上計算事務 2 不問 800 円～／時給

惣菜の商品製造、陳列 2 不問 800 円～／時給

青果の商品加工、陳列 2 不問 780 円～／時給

販売（夜間レジ） 2 不問 800 円～ 900 円／時給

西日本クリーンサービス㈱ むいかいち温泉ゆらら清掃作業 6 不問 730 円～ 800 円／時給

養護老人ホーム　銀杏寮
介護職員 1 不問 6,000 円／日給

介護職員／（介護職員初任者資格） 1 不問 7,800 円／日給

㈱休暇村サービス

（むいかいち温泉ゆらら）

プール係 1 不問 700 ～ 800 円／時給

調理補助係（調理場内で食器類の準備片付け、
洗い場作業、料理の盛り付け、野菜などを行う）

1 不問 700 ～ 750 円／時給

調理係 / 宿泊客の食事、日帰宴会、レストラ
ンでの調理に従事

1 不問 700 ～ 900 円／時給

あかまつ工業 スポット溶接、プレス加工 2 不問 750 円／時給

丸井仮設工業㈱六日市工場 軽作業員 2 不問 850 円／時給

アイ・コーポレーション㈱ 販売店員（ローソン六日市 IC 店） 5 不問 800 円～ 1,000 円／時給

ヨシワ工業㈱初見工場 鋳物工（溶解・造型・仕上） 若干名 不問 900 ～ 1,310 円／時給

企業警備保障　石見支社 交通誘導警備 5 18 歳以上（省令 2 号）6,400 円／日給

株式会社もくれん 園芸作業員 8 不問 800 円～ 830 円／時給

※広報紙発行日には、すでに募集が終了している場合もあります。

※広報紙発行日には、すでに募集が終了している場合もあります。

平成 29 年 3 月 3 日現在
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リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日時 教室内容 定員

4 月 8 日（土）

ガラスヒュージョン

（ガラスの破片を使用してペンダント・ブローチ・

置物など作成します。）

裂き織り・毛糸織り

（古布、古毛糸を織り機を使ってテーブルセンタ―

などを作成します。）

いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房にて用意しています。）

１～７名

4 月 15 日（土）

4 月 22 日（土）

5 月 13 日（土）

5 月 20 日（土）

5 月 27 日（土）

6 月 10 日（土）

6 月 17 日（土）

6 月 24 日（土）

いずれも９～１２時

　３月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

鹿足郡不燃物処理組合　吉賀町幸地１３１９　☎　７７－１５６８

問い合わせ先

小さなお子さんは上履きをご持参ください。

まちづくり委員会 ｢第２次吉賀町まちづくり計画 ｣（案）具申提出

　３月８日（水）、まちづくり委員会（以下、「委員会」。）代表・能美勝臣会長より、中谷町長に対

して、平成２９年度から平成３８年度までの１０年間を計画期間とする「第２次まちづくり計画（案）

｣（以下「計画」。）の具申が提出されました。

　この計画は、町民１４人で構成されるまちづくり委員会において、４回にわたる論議を経て作成

されたものです。具申の中では、計画の推進にあたっ

て、住民アンケートで集約された意見などを十分尊重

するよう要望があったところです。

　今後は、町役場に設置された総合計画策定委員会で

協議を行なった後、吉賀町総合計画審議会及び柿木村

地域振興協議会に対して諮問を行う予定です。

　そして、答申を受けた後、平成２９年６月開会の吉

賀町定例議会において、計画の概要の説明を行ない、

了解をいただく予定となっております。
計画（案）を提出する能美勝臣会長（左）
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　吉賀町のふるさと会は、次の四つの

会があり、それぞれの会で定例総会や

懇親会を通じた会員相互の親睦や吉賀

町との交流が行われています。

　◎ふるさと会

　　 ・ 山陽柿木会

　　 ・ 広島六日市会

　　 ・ 関西吉賀会

　　 ・ 東京吉賀会

　現在、各会では、会員を募集してい

ます。役場企画課から取次ぎいたしま

すので、ご連絡ください。

　　連絡先　役場企画課

　　　　　　　☎７７‐１４３７

ふるさと会　会員募集 !!

関
西
吉
賀
会　

　
　

総
会
＆
懇
親
会
開
催

　

４
月
16
日
（
土
）
に
第
６
回
関
西
吉
賀

会
総
会
及
び
懇
親
会
が
大
阪
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
や
関
係
者
34
人
が

出
席
し
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

懇
親
会
で
は
吉
賀
町
の
今
昔
の
映
像
、

吉
賀
町
誕
生
10
周
年
記
念
ム
ー
ビ
ー
や

　

７
月
３
日
（
日
）
第
17
回
山
陽
柿
木
会

総
会
と
懇
親
会
が
会
員
17
名
の
参
加
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
昔
の
小

学
校
の
写
真
を
利
用
し
た
ク
イ
ズ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
を
映
す
モ
ニ
タ
ー

に
近
寄
り
、
写
真
に
写
る
人
々
の
中
か
ら

山
陽
柿
木
会　

　
　

総
会
＆
懇
親
会
開
催

　

４
月
24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
「
第
11
回

よ
し
か
・
夢
・
花
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
の

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
佐
々
勤
さ
ん
、
大
久

保
絵
里
さ
ん
を
が
参
加
し
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
招
致
は
ふ
る

さ
と
会
『
東
京
吉
賀
会
』
の
伊
集
院
博
氏

の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
吉
賀
会
、
関
西
吉

賀
会
か
ら
出
身
者
が
帰
郷
さ
れ
ラ
ン
ナ
ー

第
11
回

よ
し
か
・
夢
・
花
・
マ
ラ
ソ
ン

　

東
京
吉
賀
会
と
連
携

　
　
　
　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
招
致

　

昨
年
11
月
26
日
（
土
）
第
６
回
東
京
吉

賀
会
総
会
と
懇
親
会
が
東
京
都
内
で
41
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
中
谷
町

長
と
桑
原
副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。
総

東
京
吉
賀
会

　
　

総
会
＆
懇
親
会
開
催

会
、
懇
親
会
は
、

夢
花
マ
ラ
ソ
ン

に
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
の
佐
々
さ

ん
家
族
も
参
加

し
、
終
始
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気

で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
28
年
度
に
各
地
で
ふ
る
さ
と

会
の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
地

域
と
も
ふ
る
さ
と
を
想
う
気
持
ち
は

強
く
毎
回
会
員
の
皆
さ
ん
は
楽
し
そ

う
に
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
度

　

各
ふ
る
さ
と
会
報
告

と
し
て
ふ
る
さ
と

を
疾
走
さ
れ
、
ふ

る
さ
と
会
と
吉
賀

町
が
繋
が
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

懐
か
し
い
知
人

の
姿
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き

た
方
も
お
ら
れ

ま
し
た
。

　

今
年
は
新
し

い
会
員
の
加
入

と
い
っ
た
話
題

も
あ
り
賑
や
か

な
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。

じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
、
特
産
品
の

販

売

が

行
わ

れ
、
会
員
同
志

の
親
睦
が
深
め

ら
れ
、
会
場
内

は
和
や
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
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サクラマス 吉賀高校支援

吉
賀
高
校
支
援
室
だ
よ
り

　

吉
賀
高
等
学
校
支
援
室
が
総
務
課
に
設

置
さ
れ
て
か
ら
早
い
も
の
で
一
年
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
「
吉
賀
高
校
の
魅

力
化
を
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
吉
賀
町
の

魅
力
を
考
え
る
こ
と
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
こ

の
一
年
間
、
業
務
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
振
り
返
っ
て
私
達
が
感
じ
た
こ

と
思
う
こ
と
を
記
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
ず
、
私
達
が
心
掛
け
た
の
は
、
高
校

の
現
状
を
知
る
こ
と
で
し
た
。
事
あ
る
ご

と
に
高
校
に
出
向
き
、
先
生
方
や
生
徒
達

と
接
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。
日
々
、

「
生
徒
の
た
め
に
」
と
個
別
の
学
習
指
導

や
生
徒
指
導
、
部
活
動
指
導
な
ど
を
さ
れ

て
い
る
先
生
方
、
そ
ん
な
先
生
方
の
想
い

に
対
し
て
素
直
に
応
え
よ
う
と
す
る
生

徒
達
。
「
吉
賀
高
校
は
平
和
な
学
校
で
す

よ
。
」
「
吉
賀
高
校
に
来
て
明
る
く
な
り
ま

し
た
。
」
「
先
生
方
と
の
距
離
が
近
く
で
い

い
で
す
。
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
る
生
徒
達
を
見
て
、
こ
れ
こ
そ
が

吉
賀
高
校
の
魅
力
だ
と
確
信
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
そ
ん
な
吉
賀
高
校
を
支
え
る
地

域
の
方
々
の
存
在
の
大
き
さ
を
感
じ
た
こ

吉
賀
高
等
学
校
支
援
室
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年
を
振
り
返
っ
て

と
で
す
。
吉
賀
高
校
で
は
、
今
年
度
、
全

国
大
会
出
場
、
全
国
環
境
サ
ミ
ッ
ト
開
催

な
ど
の
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
町
民
の
皆
様
が
い
ろ
い
ろ
な
形

で
、
我
が
事
の
よ
う
に
支
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
吉
賀
町
の
ひ
と
の
温
か
さ
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
で
は
、
課
題
解
決
型
学
習

で
地
域
の
方
を
学
校
に
招
い
た
り
、
地
域

行
事
に
高
校
生
が
積
極
的
に
出
向
い
た
り

し
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
と
ふ
れ
合
う
こ

と
で
、
学
習
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
方
の
生
き
様
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
様
々
な
行
事
に
参
加
し
、
吉

賀
町
の
素
敵
な
大
人
に
出
会
う
こ
と
で
、

自
分
の
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
来
年
度
も
、

吉
賀
町
の
素
敵
な
ひ
と
と
高
校
生
を
つ
な

ぐ
役
割
の
一
端
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
、
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
業
務

で
至
ら
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
が
、
来
年
度
も
高
校
と
二
人
三
脚
で
高

校
の
魅
力
化
・
吉
賀

町
の
魅
力
化
に
努
め

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
成
果
発
表
会

　

３
月
３
日
（
金
）
吉
賀
町
林
業
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
成
果
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
ま
で
は
吉
賀
高
校

が
年
間
を
通
し
て
行
う
「
１
年
生
の
聞
き

書
き
」
「
２
年
生
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
の
中
で
の
吉
賀
町
魅
力
化
プ

ラ
ン
」
だ
け
の
発
表
会
で
し
た
が
、
今
年

は
「
六
日
市
中
学
校
の
環
境
教
育
」
「
吉

賀
中
学
校
の
絆
つ
く
り
」
の
取
り
組
み
の

発
表
も
い
た
だ
き
、
高
校
だ
け
の
成
果
発

表
に
と
ど
ま
ら
ず
地
域
の
中
学
校
と
高
校

の
一
貫
と
し
た
取
り
組
み
の
発
表
会
へ
と

一
歩
進
ん
だ
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
島
根
県
教
育
庁
の
渡
辺
先

生
、
岩
本
先
生
さ
ら
に
青
山
学
院
大
学
樋

田
教
授
の
３
人
、
さ
ら
に
法
政
大
学
な
ど

か
ら
４
名
の
社
会
教
育
に
係
る
教
授
や
先

生
方
、
そ
し
て
多
数
の
町
民
の
方
や
行
政

関
係
者
を
迎
え
、
発
表
す
る
生
徒
に
も
緊

張
感
漂
う
盛
大
な
発
表
会
と
な
り
ま
し

た
。
最
初
に
発
表
し
た
町
内
２
校
の
中
学

生
が
母
校
の
取
り
組
み
を
堂
々
と
発
表
す

る
姿
を
見
て
刺
激
さ
れ
た
の
か
、
高
校
生

も
負
け
じ
と
自
分
た
ち
の
思
い
を
聞
く
人

に
届
け
よ
う
と
す
る
「
見
て
・
学
び
・
成

吉
賀
高
校
魅
力
化

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

坂
田　

紀
之

長
」
す
る
姿
を
実
感
し
た
有
意
義
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

先
生
方
の
講
評
の
中
に
は
キ
ヌ
ヤ
の
商

品
に
も
な
っ
た
「
吉
高
ラ
イ
ス
バ
ー
ガ
ー
」

な
ど
高
校
生
が
こ
こ
ま
で
や
る
の
か
と
い

う
感
心
さ
れ
た
温
か
い
感
想
も
あ
り
ま
し

た
が
、
反
対
に
そ
こ
ま
で
考
え
た
の
な
ら

な
ぜ
も
う
少
し
踏
み
込
ま
な
い
の
か
と
い

う
よ
う
厳
し
い
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

こ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
成
果
発
表
会
を
通

し
て
、
間
違
い
な
く
吉
賀
の
子
ど
も
た
ち

は
確
か
な
方
向
性
を
持
っ
た
中
学
・
高
校

と
一
貫
し
た
指
導
の
下
で
、
将
来
を
担
う

サ
ク
ラ
マ
ス
と
し
て
成
長
を
し
て
い
る
こ

と
を
実
感
し
た
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
様
に
関
心
を
持
っ
て
参

加
い
た
だ
い
た
今
回
の
発
表
会
で
し
た

が
、
来
年
は
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

た
も
の
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
も

ぜ
ひ
ご
参
加
い

た

だ

き

中

学

生
・
高
校
生
の

取
り
組
み
を
聞

き
に
お
い
で
い

た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
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今
月
の
本
の
紹
介

吉
賀
町
立
図
書
館

　

４
月
に
な
る
と
ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
っ
た
可
愛
い
一
年
生
を
見
か
け
ま
す
。

　

先
ご
ろ
益
田
市
に
お
い
て
娘
さ
ん
を
な
く
さ

れ
、
児
童
の
登
下
校
の
見
守
り
隊
を
さ
れ
て
い

た
方
が
、
飲
酒
運
転
の
車
に
接
触
し
て
、
亡
く

な
ら
れ
た
痛
ま
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
登
下
校
中
の
通
路
で
は
極
力

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
と
び
だ
し
て
く
る
子
供

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
運
転
中
に
眠
気
や
疲
れ
を
感
じ
た
ら
、

先
を
急
が
ず
車
を
止
め
て
休
み
ま
し
ょ
う
。

言
っ
て
は
い
け
な
い　
　
　

橘　
　

玲　
　
　
　
　
　
　
　

新
潮
新
書

Ｉ
【
ア
イ
】　
　
　
　
　
　
　

西　

加
奈
子　
　
　
　
　
　
　

ポ
プ
ラ
社

な
き
ご
え
バ
ス　
　
　
　
　

え
が
し
ら　

み
ち
こ　
　
　
　

白
泉
社

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん
お
す
し
や
さ
ん　

工
藤
ノ
リ
コ　
　
　

白
泉
社

お
や
す
み
エ
レ
ン　
　
　
　

カ
ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ン　

飛
鳥
新
社

や
さ
い
の
が
っ
こ
う　
　
　

な
か
や　

み
わ　
　
　
　
　
　

白
泉
社

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
※平日の開館時間が変更となっています
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木村柿木 79

図書館だより

吉賀町立図書館
 [ ４月のみたい号巡回日 ]
七光・朝倉・双葉保育所　　　　　　　２７日
柿木・木部谷保育所・六日市保育所　　２８日
柿木小学校　　１８日　柿木中学校　　１８日
蔵木小学校　　１９日　蔵木中学校　　１９日
七日市小学校　２０日　吉賀中学校　　２０日
朝倉小学校　　２１日　六日市小学校　１３日
＊都合により日程変更の場合があります。
＊春休みがあるので巡回が少なくなっています。
[図書館の休館日 ]
＊毎月曜日と祝日は休館日です。
＊４月３０日（日）は夢花マラソン開催のため
図書館は休館します。
[図書返却について ]
柿木、七日市、朝倉、蔵木の公民館。
開館時間　９：００～１７：００
電話　７７－１８５０
島根県鹿足郡吉賀町六日市６４８

　　《図書館利用状況２月》

　●貸出総数　４，７８７冊

　●貸出人数　　 ６５４人

　●来館者数　１，１６６人

　《ベスト・リーダー！２月》

「去　就」　　　　　　　　　今野　　敏　　著

「罪の声」　　　　　　　　　塩田　武士　　著

「マチネの終わりに」　　　　平野　啓一郎　著

「白衣の嘘」　　　　　　　　長岡　弘樹　　著

「ハリネズミの願い」　　　　トーン・テヘレン　著

　

車
外
へ
出
て
気
分
転
換
を
し
な
が
ら
、
眠
気
を
と
る
た
め
に
下
記
の

ツ
ボ
を
押
せ
ば
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
す
。

①
隠い

ん
ぱ
く白

・
・
・
・

　
　

足
の
親
指
の
爪
の
角
に
あ
る
ツ
ボ
を
あ
ぐ
ら
を
か
い
て
押
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

②
中

ち
ゅ
う
し
ょ
う

衝
・
・
・
・

　
　

手
の
中
指
の
爪
の
生
え
際
に
あ
る
ツ
ボ
押
し
て
見
ま
し
ょ
う
。

【
郷
土
史
コ
ー
ナ
ー
】

　

町
内
の
文
化
財
な
ど
を
ご
紹
介
し
て
い

ま
す
。
３
月
は
「
鹿
足
河
内
の
集
落
跡
」

「
弥
勒
院
の
し
だ
れ
桜
」「
木
地
師
妻
の
墓
」

な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
４
月
は
、「
深

谷
大
橋
」
「
河
川
争
奪
跡
」
「
三
宅
雄
仙
の

墓
」
「
幻
の
岩
日
北
線
」
「
安
蔵
寺
山
登
山

道
」
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
写
真
展
に
つ
い
て
】

　

２
月
15
日
よ
り
約
２
週
間
、
館
内
に
て

「
斎
藤
正
美
写
真
展
」
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
二
科
展
の
入
選
作
品
な
ど
、
数
々

の
素
敵
な
写
真
に
多
く
の
方
が
感
動
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
新
聞
な
ど
に
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
の
で
、
地
元
の
方
は
も
と
よ
り

遠
く
松
江
や
広
島
方
面
か
ら
も
来
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
ご
来
場

[ お知らせ ]

今年度の読書感想文の審査が終わりました。各部門

の入賞者は来月号にてご紹介いたします。

い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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保健福祉だより

健康コーナー

　スマートセミナー（健康教室）を開催しました。さまざまな講師を迎え、smart（『賢く』『かっ

こよく』といった意味）に生きていくためのヒントをたくさんいただき、いつまでも自分らし

く生きるためには、日々の生活習慣がとても大切であることを、改めて学びました。

2 月 21 日（火）『口の健康から考える　からだのこと』

講師／おがさわら歯科　小笠原陽一先生、在宅歯科衛生士　友重良子さん

介護予防＆

＜お話のポイント＞

●歯周病は、肥満や糖尿病などの生活習慣病と大きく関連。

●一口 30 回かむことで満腹感を感じ、食べすぎや肥満を防ごう。

●日々の歯みがきと定期検診で、何でもかめる口の力を維持しよう。

●歯石除去とブラッシング管理をすれば、歯周病の管理や糖尿病の進行を防げる。

3 月 1 日（水）『忙しい人・運動嫌いな人必見！ちょっとの工夫でめざせ血糖＆体重ダウン』

講師／健康運動指導士　中村晴嘉さん

＜お話のポイント＞

●血糖値を下げるためには、『脈拍 100 ～ 130 回 / 秒』になるくらいの活動が必要。

　体感的には『ややきつい』と感じるレベルの活動。

●掃除、洗濯などの日常生活動作でも脈拍を上げる活動はできる。

●血糖値を下げるためには、特に食後 1時間後くらいに活動するのがお勧め。

3 月 8 日（水）『日々の食生活から考える　私と家族の健康ライフ』

講師／管理栄養士　大庭知子さん

＜お話のポイント＞

●毎食、主食、主菜、副菜、汁物、油をバランスよく食べよう。

●乳製品はいつ食べてもいい。果物は、朝がお勧め。

主食

副菜 主菜

汁物 油 乳製品 果物＋
米・パン・

麺類など

野菜・きのこ・

海藻を主に使っ

た料理

魚・肉・卵・大

豆製品を主に

使った料理
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食育コーナー　卒業前に ・ ・ 吉賀町の味に挑戦！

　　　　　　　　　　　　　　　食生活改善推進員と郷土料理実習！！

保健福祉だより

　『角寿司』『猪肉の大根煮』『みそ汁』『大根なます』『こんにゃ

くの白和え』に挑戦。

　地元の野菜を使っての郷土料理、みそ汁は自分で出来るよ

うにとメニューに入れました。今年は猪肉の大根煮にも挑戦

しました。吉賀町でしか味わうことのできないふるさとの味

に生徒も喜んでいました。普段から料理をしている生徒さん

も多く、食生活改善推進員のアドバイスを聞きながら段取り

よく調理できました。食生活改善推進員からは『ゴマプリン』をお祝いに差し入れしました。

生徒からは、「ふるさとを離れてもこの味を忘れず頑張りたいと」と感謝していました。

吉賀高等学校　３年生

　『角寿司』『煮ごみ』『手打ちそば』『大根なます』『みそ汁』『フ

ルーツきんとん』に挑戦しました。１年生のときから食生活改善

推進員と調理実習を続けてきて、中学校生活最後の調理実習とな

りました。3 年生との伝承料理実習も 14 年目を迎え、この季節

になると、食改さんも大変楽しみにしている行事です。３年間頑

張った成果もあり、生徒のいきいきした姿に大変頼もしさを感じ

ました。3 年間の交流の締めくくりとして、食生活改善推進員か

ら３年生にサプライズのプレゼントもありました。「自立した大人になるために」という思いをこめ、

３年間の調理実習で使用したレシピを１冊の本にまとめ、プレゼントしました。

　生徒からは「この３年間お弁当作りなど食生活改善推進員からは多くのことを学びました。あり

がとうございました。」と感謝の言葉が述べられました。

　３年間で学んだことをこれからの人生に生かして欲しいと願っています。

柿木中学校　３年生

卒業しても豊かな自然や食文化のふるさとを自慢に思い、頑張って欲しいです。
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できごと・話題

　

「
女
性
の
視
点
か
ら
災
害
支
援
を
考
え

る
～
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
は
活
か

さ
れ
た
の
か
？
～
」
と
題
し
、
２
月
18
日

と
２
月
19
日
の
２
日
間
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
及
び
六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の

２
会
場
で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
女
性
と
子
ど
も

支
援
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ネ
ッ
ト
・
こ

う
べ
の
正
井
礼
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
災

害
支
援
活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
女
性

問
題
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
は
報
道
さ
れ
な
い

避
難
所
で
の
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い

て
の
お
話
し
に
は
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん

も
驚
き
を
隠
せ
な
い
様
子
で
し
た
。
ま

男
女
共
同
参
画
講
演
会　

開
催

た
、
支
援
計

画
を
た
て
て

実
行
す
る
と

き
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
い

ろ
ん
な
立
場

の
男
女
の
被

災
者
か
ら
ど
ん
な
支
援
が
必
要
か
を
聴
く

こ
と
が
重
要
と
い
っ
た
、
多
様
性
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
説
か
れ
ま
し
た
。

　

六
日
市
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
の
講
演

の
際
に
は
急
遽
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん
に

い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
も
ら

い
、
災
害
支
援
の
現
場
で
必
要
な
事
柄
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
最
後
に
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
発
表
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
み
ん
な
で
共
有
を

し
ま
し
た
。

　

近
年
、
各
地
で
地
震
や
土
砂
災
害
な
ど

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
講
演
を
通

　

冬
が
旬
の
野
菜
、
大
根
を
使
い
、
時
間

を
か
け
て
美
味
し
い
漬
け
物
づ
く
り
を
、

有
限
会
社
職
彩
工
房
た
く
み
の
尾お

ざ
き崎

正ま
さ
と
し利

さ
ん
を
講
師
に
、
学
び
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
漬
物
の
特
徴
や
保
存

性
、
そ
し
て
、
製
造
す
る
上
で
重
要
な
①

原
料
洗
浄
や
殺
菌
の
方
法
、
②
塩
漬
け
、

③
塩
抜
き
、
④
加
熱
殺
菌
に
つ
い
て
学
び
、

事
前
に
塩
漬
け
し
た
大
根
を
使
っ
て
、
実

習
し
ま
し
た
。

　

漬
物
は
、
伝
統
的
な
保
存
食
と
し
て
家

庭
で
作
っ
て
い
る
方
も
多
く
、
保
健
所
へ

の
届
出
に
よ
り
製
造
販
売
で
き
ま
す
。
製

造
販
売
に
向
け
て
取
り
組
み
や
す
い
加
工

品
の
一
つ
で
す
。
食
中
毒
な
ど
の
事
故
を

防
ぐ
た
め
、「
漬
物
の
衛
生
規
範
」
に
従
い
、

衛
生
管
理
を
確
実
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
衛
生
管
理
を
徹
底
し
、
地
元

農
産
加
工
セ
ミ
ナ
ー　

第
３
回

す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
＆
時
間
を
か
け
て

　
　
　
　

美
味
し
い
漬
け
物
づ
く
り

（2）

　

子
育
て
サ
ロ
ン
で
節
分
に
豆
ま
き
を
し

ま
し
た
。

　

画
用
紙
で
作
ら
れ
た
鬼
に
、
豆
に
見
立

て
た
ボ
ー
ル
を
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
「
鬼

は
～
外
！
」
と
ぶ
つ
け
て
遊
ん
で
い
る
と

赤
鬼
が
現
れ
ま
し
た
。

　

鬼
の
姿
を
見
る
と
同
時
に
、
子
ど
も
達

は
大
き
な
声
で
泣
き
、
お
母
さ
ん
に
し
っ

か
り
く
っ
つ
い
て
い
ま
し
た
。
大
き
な
お

友
達
が
頑
張
っ
て
豆
ボ
ー
ル
を
ぶ
つ
け
て

鬼
を
退
治
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
鬼
と
仲
直
り
を
し
て
福
豆
を

も
ら
い
、
お
友
達
に
な
っ
て
バ
イ
バ
イ

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン　

豆
ま
き

し
て
男
女
共

同
参
画
の
視

点
に
配
慮
し

た
支
援
の
大

切
さ
を
認
識

す
る
こ
と
が

で

き

ま

し

た
。

講師の正井礼子さん活発な議論で情報を共有する

会場林業総合センターの様子

で
採
れ
た
野
菜
を

使
っ
た
美
味
し
い

漬
け
物
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

を

し

ま

し

た

が
「
怖
か
っ
た

ね
～
」
と
し
ば

ら
く
鬼
と
の
余

韻
が
残
り
ま
し

た
。
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できごと・話題

　

３
月
４
日
（
土
）
、
六
日
市
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
10
回
よ
し
か
立
志
塾

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
鹿
児
島

県
枕
崎
市
に
本
社
を
置
く
、
水
産
会
社

の
「
中
原
水
産
株
式
会
社
」
代
表
取
締
役　

中な
か
は
ら原

晋し
ん
じ司

さ
ん
を
講
師
と
し
て
招
き
、

「
出だ

し汁
に
よ
る
企
業
存
続
と
地
域
活
性
化
」

あ
す
の

「よ
し
か
経
済
」
を
担
う

　

第
３
期
よ
し
か
立
志
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
10
回
講
座
！

に
な
っ
て
い
る
海
外
に
目
を
付
け
、
か
つ

お
節
の
「
お
だ
し
教
室
」
や
「
お
だ
し

バ
ー
」
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
の
誘
客

に
繋
げ
た
事
業
を
紹
介
。
日
本
料
理
に
欠

か
せ
な
い
出
汁
に
つ
い
て
、
旅
行
会
社
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
海
外
客
向
け
に
か
つ
お

節
の
削
り
方
や
出
汁
の
と
り
方
な
ど
の
体

験
ツ
ア
ー
を
行
い
、
地
域
を
巻
き
込
み
な

が
ら
積
極
的
に
地
元
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

で
、
地
域
振
興
に
も
繋
が
る
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
、
中
原
さ
ん
は
、
企
業

の
存
続
に
向
け
て
必
要
な
こ
と
は
、
「
家

族
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
が
重
要
」
と
語

り
、
社
員
の
生
活
の
安
定
が
い
ず
れ
は
社

会
へ
の
還
元
へ
繋
が
る
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

と
題
し
講
演

し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

中
原
さ
ん

は
、
東
京
で

経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ

業
を
経
験
し

た
後
、
不
採
算
が
続
く
父
親
の
会
社
を
３

代
目
と
し
て
事
業
承
継
。
自
身
の
経
験
を

生
か
し
、
ま
ず
最
初
に
事
業
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
水
産
会
社
と
し
て
今
ま
で

行
っ
て
き
た
得
意
分
野
で
あ
る
鮮
魚
の
卸

売
り
、
加
工
を
一
切
辞
め
、
生
産
量
日
本

一
の
か
つ
お
節
を
生
か
し
た
特
産
品
の
開

発
、
販
売
、
独
自
ブ
ラ
ン
ド
「
か
つ
市
」

の
立
ち
上
げ
な
ど
新
し
い
事
業
に
着
手
し

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
食
が
ブ
ー
ム

講師の中原晋司さん

キーワード 　

よ
し
か
立
志
塾
は
、
明
日
の
ま
ち

を
支
え
る
経
済
人
の
志
の
高
揚
と
、

講
師
陣
や
塾
生
同
士
の
交
流
か
ら
生

ま
れ
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
第
３
期
生
（
平
成

28
年
・
29
年
度
）
の
２
年
間
で
開
催

し
て
い
ま
す
。

講
演
修
了
後
、
中
原
さ
ん
は
「
生
産
量
日

本
一
の
か
つ
お
節
」
と
「
水
質
日
本
一
の

高
津
川
の
水
」
で
取
っ
た
出
汁
は
日
本
一

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
９
日
（
土
）
六
日
市
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
で
、
企
業
の
た
め
の
人
材
確
保
と

従
業
員
の
定
着
に
向
け
た
「
企
業
魅
力
化

セ
ミ
ナ
ー
in
吉
賀
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
近
年
の
労
働
生
産

人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
人
材
を
確
保
す

る
こ
と
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
か

ら
、
企
業
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、
人
が
集

ま
る
会
社
づ
く
り
・
人
が
辞
め
な
い
会
社

づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
外
か
ら
製
造
業
や
建

設
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
29
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
「
人じ

ん
ぽ
ん本

経け
い
え
い営

と
実
践
事
例
」

と
題
し
、
株
式
会
社
シ
ェ
ア
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締

役
小こ

ば
や
し林

秀ひ
で
し司

さ
ん
が
講
演
。
小
林
さ
ん
は
、

最
近
の
若
者
の
就
職
に
対
す
る
志
向
は
自

分
を
守
っ
て
く
れ
る
会
社
を
選
ぶ
傾
向
が

あ
る
と
し
、
人
材
を
確
保
す
る
方
法
と
し

て
、
業
績
重
視
の
経
営
か
ら
人
を
大
切
に

人
材
確
保
と
定
着
に
向
け
た
企
業

　
　
　
　
　

魅
力
化
セ
ミ
ナ
ー
in
吉
賀

が
で
き
な
い
」
「
業
務
量
の
増
加
に
よ
る

社
員
間
の
確
執
」
な
ど
の
事
態
に
陥
り
、

会
社
は
崩
壊
寸
前
で
あ
っ
た
が
、
人
本
経

営
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
会
社
が
立
ち

直
っ
た
こ
と
を
紹
介
。

　

榎
本
さ
ん
は
、
社
員
と
の
対
話
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
、
福
利
厚

生
を
充
実
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
、
社
員

の
幸
福
度
を
追
求
し
て
き
た
結
果
、
離
職

率
が
高
か
っ
た
今
ま
で
が
嘘
の
よ
う
に
、

社
員
が
全
く
辞
め
る
こ
と
な
く
、
い
き
い

き
と
仕
事
が
で
き
る
環
境
と
な
り
、
会
社

全
体
の
風
土
が
変
わ
っ
た
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

す
る
経
営
に

変
え
る
こ
と

が
、
人
材
を

確
保
す
る
近

道
で
あ
る
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
人
本
経
営
に

取
組
め
ば
、
社
員
幸
福
度
の
向
上
で
顧
客

満
足
度
が
高
め
ら
れ
、
結
果
的
に
業
績
が

向
上
す
る
相
乗
効
果
が
見
ら
れ
、
参
加
者

に
は
ぜ
ひ
人
本
経
営
に
取
組
ん
で
ほ
し
い

と
、
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
「
崩
壊
寸
前
の
会
社
が
ホ
ワ
イ

ト
企
業
に
な
る
ま
で
」
と
題
し
、
ぜ
ん
ち

共
済
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
榎え

の
も
と本

重し
げ
あ
き秋

さ
ん
が
、
自
身
の
会
社
の
人
本
経
営

の
取
り
組
み
事
例
を
講
演
。

　

人
本
経

営
を
取
り

入
れ
る
前

は
、
「

社

員
の
採
用

講師の小林秀司さん

講師の榎本重秋さん
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

　

《
俳
句
》

普
段
着
の
僧
侶
と
出
合
い
御
慶
か
な　
　
　

斎
藤
ツ
ル
子

雛
飾
る
峠
の
茶
屋
に
異
国
人　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

し
ら
じ
ら
と
日
差
す
余
寒
の
障
子
か
な　
　

斎
藤
ル
リ
子

雪
掻
き
て
振
り
返
る
道
曲
が
り
を
り　
　
　

大
場　

博
明

雪
片
を
睫
に
と
ど
め
行
く
少
女　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

飯
炊
け
る
匂
ひ
い
つ
し
か
春
め
け
る　
　
　

茅
原　

久
子

球
根
ど
ち
眠
れ
眠
れ
よ
雪
の
声　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

図
書
館
の
窓
に
結
晶
春
寒
し　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

ゆ
る
ゆ
る
と
墨
を
摩
る
午
後
春
隣　
　
　
　

吉
崎　

清
子

制
服
の
採
寸
の
午
後
町
う
ら
ら　
　
　
　
　

青
木　

道
子

できごと・話題

　

《
短
歌
》

み
ぞ
れ
降
る
川
面
に
群
れ
る
渡
り
鳥

　
　

何
時
旅
立
ち
か
北
の
故
郷
え　
　
　
　

佐
々
田　

登

晴
れ
の
日
に
小
鳥
さ
え
ず
り
梅
匂
い

　
　

春
一
番
の
風
吹
き
お
り
て　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

病
院
の
サ
ロ
ン
に
ふ
と
も
逢
ひ
し
友

　
　

か
え
ら
ぬ
日
々
の
ひ
た
に
懐
し　
　
　

角
河　

淑
子

正
月
に
杯
酌
み
交
は
す
同
級
生

　
　

如
月
の
け
ふ
柩
に
ね
む
る　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

寄
稿
コ
ー
ナ
ー

　

友
が
居
る

沖
永　

愛
子

　

此
の
地
球
に
人
と
し
て
生
ま
れ
た
事
は
、
最
初
に
勝
ち

取
っ
た
幸
運
と
云
え
ま
す
。
友
と
追
い
駆
っ
こ
し
な
が
ら

歩あ

い
た
此
の
道
も
、
い
つ
か
此
処
に
来
て
い
た
。
道
も
少

し
厳
し
く
な
り
、
立
止
り
振
り
返
り
見
れ
ば
、
来
し
足
跡

が
其
処
に
見
え
る
。

　

あ
の
道
で
転
び
遅
れ
た
時
は
、
友
が
馳
せ
つ
け
背
を
押

し
て
下く

れ
た
。
あ
の
波
に
飲
ま
れ
そ
う
に
成
れ
ば
、
助
け

舟
か
ら
暖
い
手
が
伸
び
た
。
又
、
病
室
で
日
々
不
安
の
或

る
日
、
大
き
な
花
束
、
お
心
と
一
緒
に
飛
び
込
ん
だ
映

ま
ば
ゆ

い

ば
か
り
の
千
羽
鶴
は
二
千
羽
以
上
、
両
手
で
抱
え
て
も
尚

溢
れ
、
部
屋
の
人
が
慌
て
て
手
を
添
え
て
下く

れ
ま
し
た
。

贈
り
主
は
遠
く
離
れ
た
郷
里
か
ら
、
途
端
に
涙
が
込
み
上

げ
溢
れ
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
「
私
に
は
大
勢
の
後
押
し

が
居
る
」
こ
れ
こ
そ
生
き
る
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た
。

　

月
日
は
遠
く
流
れ
て
も
、
受
け
た
温
も
り
は
流
れ
な
い
。

私
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
幾
ら
言こ

と
ば話

を
並
べ
て
も
、
幾
ら
書
き

連
ね
て
も
足
り
な
い
、
あ
り
が
と
う
で
す
。

　

一
人
で
は
生
き
て
ゆ
け
な
い
人
の
世
界
、
私
の
廻
り
に

は
、
何
げ
な
い
顔
を
し
て
い
て
も
、
い
つ
も
控
え
て
い
る

暖
い
力
が
有
る
事
を
知
り
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

恩
、
報
え
ぬ
ま
ま
此
処
に
来
て
、
場
違
い
と
は
思
い
ま

し
た
が
、
綴
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

寄
稿
コ
ー
ナ
ー

　

春
を
待
つ

河
野　

君
江

　

三
寒
四
温
に
入
っ
た
の
か
寒
か
っ
た
り
暖
か
か
っ
た
り

で
あ
る
。

　

テ
レ
ビ
新
聞
を
見
て
い
る
と
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
で
あ
る
か
と
思
い
や
、
朝
鮮
の
キ
ム

ジ
ョ
ン
ナ
ム
の
毒
殺
で
あ
る
。
本
人
も
殺
さ
れ
る
事
は
思

い
な
が
ら
も
猛
毒
で
殺
さ
れ
る
、
又
息
る
ま
で
ね
ら
わ
れ

て
い
て
親
に
合
う
事
も
ま
ま
な
ら
ぬ
と
言
う
の
だ
が
。

　

さ
て
こ
ち
ら
わ
が
家
で
は
、
二
月
の
大
雪
、
よ
う
や
く

畑
の
土
が
見
え
て
来
た
。
ま
だ
白
菜
、
大
根
の
美
味
し
い

季
節
、
オ
デ
ン
、
ナ
ベ
、
煮
物
、
そ
の
他
色
々
食
卓
に
上

る
。
主
人
に
同
じ
物
何
回
も
食
べ
る
に
い
や
だ
と
言
う
の

で
、
一
人
だ
と
こ
ん
な
に
も
し
な
い
で
す
む
の
に
と
思
い

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
考
え
な
が
ら
す
る
主
人
が
美
味
し
い

と
言
っ
て
く
れ
る
の
に
こ
ん
ど
は
何
に
す
る
、
と
言
い
な

が
ら
す
る
。

　

子
供
の
頃
の
事
で
あ
る
。
ご
飯
を
か
ま
ど
で
炊
い
て
い

た
。
中
々
火
が
く
す
ぶ
っ
て
燃
え
ず
と
う
と
う
半
煮
に

な
っ
て
し
ま
い
、
昼
に
な
っ
て
帰
っ
た
兄
に
こ
ん
な
飯
食

べ
れ
る
か
、
と
ど
な
ら
れ
た
。
そ
の
時
代
は
二
升
ぐ
ら
い

炊
い
て
い
た
母
が
か
ば
っ
て
く
れ
た
事
を
今
で
も
思
い
出

す
の
で
あ
る
。

　

人
数
の
多
い
家
族
で
か
ば
っ
て
く
れ
る
人
が
い
た
の
だ

が
。



ちょうみんひろば

　

《
川
柳
》

飾
り
花
あ
か
ず
に
眺
め
外
は
雪　
　
　
　
　

斉
藤　

良
子

外
見
を
飾
り
中
身
は
錆
び
た
人　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

門
松
の
飾
る
難
点
雪
積
る　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

飾
ろ
う
と
飾
る
も
の
な
い
飾
ら
な
い　
　
　

皆
田　

卓
宣

お
ひ
な
様
飾
り
続
け
て
三
十
二
年　
　
　
　

大
庭　

和
子

と
ん
ど
焼
き
正
月
飾
り
は
ひ
と
と
き
か　
　

大
庭　

寛

尚
飾
る
梅
の
つ
ぼ
み
に
今
朝
の
雪　
　
　
　

大
場　

博
明

着
飾
っ
て
孫
も
今
日
か
ら
一
人
前　
　
　
　

寺
戸
美
磋
子

結
婚
は
着
物
も
飾
り
言
葉
に
も　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

飾
り
気
も
色
気
も
失
せ
し
が
春
は
来
た　
　

長
藤　

忠
夫

着
飾
っ
て
成
人
式
は
夢
の
国　
　
　
　
　
　

斉
藤　

絹
子

着
飾
っ
て
歩
き
に
く
そ
な
お
犬
様　
　
　
　

増
田
ム
ナ
コ

真
っ
白
に
庭
飾
ら
れ
た
雪
の
朝　
　
　
　
　

角
河　

淑
子

マ
ス
ク
顔
な
じ
み
の
人
も
知
ら
ぬ
ふ
り　
　

村
上　

毅

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

・
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

・
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な

を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味

を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

・
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

・
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

《
短
歌
》

色
褪
せ
て
咲
け
る
つ
つ
じ
の
返
り
花

　
　

師
走
の
さ
む
き
風
に
吹
か
る
る　
　
　

村
上　

勝
史

文
芸
コ
ー
ナ
ー

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
よ
し
か
３
月
号
№
１
３
８
の
中
で
一
部
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
16
頁　

ち
ょ
う
み
ん
ひ
ろ
ば　

短
歌

　
　
　
　

お
悔
み　

―
や
す
ら
か
に
―　

（
２
月
届
出
）

　
　

中
嶋　

貞
義　
　

さ
ん　

82
歳　
　
　

六
日
市

　
　

近
藤　

幸
江　
　

さ
ん　

92
歳　
　
　

広
石

　
　

赤
松　

幸
子　
　

さ
ん　

93
歳　
　
　

下
須

　
　

齋
藤　

信
雄　
　

さ
ん　

80
歳　
　
　

白
谷

　
　

花
﨑　

敬　
　
　

さ
ん　

86
歳　
　
　

六
日
市

　
　

末
岡　

宣
登　
　

さ
ん　

89
歳　
　
　

立
河
内

　
　

崎
村　

幸
孝　
　

さ
ん　

68
歳　
　
　

広
石

　
　

黒
石　

ヒ
ナ　
　

さ
ん　

104
歳　
　
　

幸
地

　
　

石
井　

君
子　
　

さ
ん　

89
歳　
　
　

六
日
市

　
　
　
　

出
生　
　

―
す
こ
や
か
に
―　

（
２
月
届
出
）

　
　

堀
尾　

直
人
（
な
お
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

真
吾
・
弥
生
さ
ん
の
子　
　

抜
月

　
　

田
中　

優
斗
（
ゆ
う
と
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

健
志
・
茜
さ
ん
の
子　
　
　

福
川

　
　

有
田　

蘭
（
ら
ん
）
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

恵
士
郎
・
桜
さ
ん
の
子　
　

注
連
川

　
　

藏
本　

ゆ
ず
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
　

美
代
子
さ
ん
の
子　
　
　
　

蔵
木

　
　
　
　
　
　

※
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。
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6：00 

●グラントワチャン

　ネル 4月号

月 日土金火 木水

6 ：00 

●ニュースサンネット

2

6 ：00 

●ニュースサンネット 

 

【生中継】 

鷲原八幡宮流鏑馬神事 
午前の部 
10：00～12：30 
午後の部 
13：30～15：00

9

6 ：00 

●ニュースサンネット

8

10・15・20～ 

　津和野町議会 

　2日目午後

7

10・15・20～ 

　津和野町議会 

　2日目午前

6

10・15・20～ 

　津和野町議会 

　初日午後

5

10・15・20～ 

　津和野町議会 

　初日午前

4

10・15・20～ 

　津和野町議会 

　町長施政方針

3

6 ：00 

●ニュースサンネット 

16

6 ：00 

●ニュースサンネット 

15

8 ：00 

　吉賀町議会 

　2日目午後　 

 

12：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.7

14

8 ：00 

　吉賀町議会 

　2日目午前 

 

12：00 

●ますますおいしい 

　4月放送分

13

8 ：00 

　吉賀町議会 

　初日午後 

 

12：00 

●グラントワチャン

　ネル 4月号

12

8 ：00 

　吉賀町議会 

　初日午前 

12：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.13

11

8 ：00 

　吉賀町議会 

　町長施政方針 

 

12 ：00  

●ニュースサン
ネット 月間総集編3

月放送分

10

6 ：00 

●ニュースサンネット

23

6 ：00 

●ニュースサンネット

22

8 ：00 

　津和野町議会 

　2日目午前 

 

12：00 

●ＣＡＴＶ情報ネッ

　トしまね 4月号　

21

8 ：00 

　津和野町議会 

　2日目午前 

 

12：00 

●学ぼうＢＯＳＡＩ

20

8 ：00 

　津和野町議会 

　初日午後 

 

12：00 

●お天気てるてる情

　報 Vol.25

19

8 ：00 

　津和野町議会 

　初日午前 

12：00

●LOOKING FOR 

　アクアス3月号 

13：00 

●釣り天国！石見 

　3月号

18

8 ：00 

　津和野町議会 

　町長施政方針

12：00

●「しまねのたた

ら」足跡をたずね

て

17

6：00 

●隠岐★ドキ！ 

　あまチャンネル 

　vol.13

25

6 ：00  

●ニュースサン

ネット 月間総集編3

月放送分

24

 

平日　8：30～17：15 

（土・日・祝はお休みです） 

 

緊急連絡先 

セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

ケーブルセンター窓口受付時間今月のオススメ番組

444

再

再

再

6 ：00 

●ニュースサンネット

1

再

再

まちかどメッセージ募集中！

再

特

再

6 ：00 

●たけとんぼ 

　～いきいき趣味広

　　場～ Vol.7

28

6：00 

●ますますおいしい 

　4月放送分

2726

再

再再

6 ：00 

●ニュースサンネット

30

6 ：00 

●ニュースサンネット

29

再

再再 再

再

2017
サンネットにちはら番組表 111ｃｈ データ放送・番組 112ｃｈ テロップ放送

※ ●…1Hごとに放送  ●…2Hごとに放送  ●…3Hごとに放送      …再放送　　…特別番組再 特

※ 編成の都合上、番組を変更する場合があります

●お問い合わせ サンネットにちはら　Tel:74-2099/Fax:74-2667

録画機能付きＳＴＢ登場 !

詳しくはサンネットにちはらまで！

　津和野町の「鷲原八幡宮」では、毎年4月の第２日曜日に「流鏑

馬神事」が行われます。

　今年の開催日は4月9日。サンネットにちはらでは、今年の「流

鏑馬神事」の様子を生中継でお送りします。ぜひご覧ください。

　サンネットにちはらでは、鹿足郡内の四

季折々の風景を番組が放送されていない時

間帯にデータ放送とともにお送りしていま

す。

　みなさんのお住まいの地域で放送してほ

しい景色・風景などありましたらぜひサン

ネットにちはらまでお寄せください。

平成２９年　鷲原八幡宮　流鏑馬神事　【生中継】 

～古都の春、受け継がれる伝統～


